
本
稿
は
、
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
一
集
〔
松
浦
友
久

�授

�悼
記

念
〕
（
二
〇
〇
二
年
十
二

�）

�
�の

「
秋

�雜
考
」
に
關

�し
て

�補

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

	稿
と
あ
わ
せ
て
お
讀
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

＊

「


皇
色
を
重
ん
じ
て
傾
國
を
思
ふ
」
と
歌
い
だ
さ
れ
る

�・
白

居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
お
い
て
、

後
宮
佳
麗
三
千
人

後
宮
の
佳
麗
三
千
人

三
千
寵
愛
在
一
身

三
千
の
寵
愛
一
身
に
在
り

と
ま
で
詠
ぜ
ら
れ
た
解
語
の

�、
楊
貴
妃
。
彼
女
が

�の
第
六
代
皇



玄
宗
の
恩
寵
を
忝
な
く
す
る
一
方
で
、
後
宮
の
中
に
は
た
だ
孤
閨
に
寂

し
く

�ら
す
麗
人
た
ち
の

�が
あ
っ
た
。
そ
の
數
は
知
れ
ず
、

�・
范

�の
『
雲
溪
友
議
』
卷
十
に
は
、
こ
う
し
て
掖
庭
で

�し
く
衰
悴
し
て

い
く
宮
娥
に
ま
つ
わ
る
話
が
見
え
る
。
宮
娥
は

�
�に

詩
を
書
き
つ
け

て
御

�の
水
に
流
し
て
や
っ
た
。

舊
寵
悲
秋

�

舊
寵
秋

�に
悲
し
み

新
恩
寄
早
春

新
恩
早
春
に
寄
す

聊
題
一
片

�

一
作
紅

�上

聊
か
一
片
の

�に
題
し

將
寄
接
流
人

將
に
流
れ
に
接
す
る
人
に
寄
せ
ん
と
す

か
つ
て
賜
っ
た
恩
寵
は
秋

�の
う
ち
に
悲
し
み
思
い
、
新
た
に
忝
な

く
す
る
天
恩
は
喜
び
あ
ふ
れ
る
早
春
に
寄
せ
ら
れ
る
。
「
舊
寵
」
と

「
新
恩
」
と
を
對
比

�に
詠
む
が
、

�
�の

�う
時

�に
こ
う
詠
ん
だ

宮
娥
は
や
は
り
「
舊
寵
」
の
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
か
く
て

�
�に

こ
の

詩
を
題
す
る
と
同
時
に
、
御

�の
流
れ
に
臨
ん
だ
人
に
寄
せ
て

�り
ま

す
と
結
ぶ
詩
篇
に
は
、
外
界
と
の

�來
の
閉
ざ
さ
れ
た
宮
中
に
あ
っ
て

秋

�雜
考
補

中
國
と
日
本

堀

�



の
悲
傷
が
滲
む
。
「
舊
寵
悲
秋

�」
の
句
に
自
ず
か
ら
「
怨
歌
行
」
に

見
た
班

�
�の

悲
愁
が
底
流
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
（
１
）。

『
雲
溪
友
議
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の

�
�の

詩
の
こ
と
を
聞
い
た

�作

�の

	況
は
こ
の
詩
に
和
し
て


の
詩
を
詠
ん
だ
と
い
う
。

愁
見
鶯
啼
柳
絮
飛

愁
ひ
て
見
る
鶯
啼
き
柳
絮
飛
び

上
陽
宮
女
斷
腸
時

上
陽
の
宮
女
腸
を
斷
つ
時

君
恩
不
閉
東
流
水

君
恩
東
流
す
る
水
を
閉
ざ
さ
ず

�上
題
詩
寄
與

一
作
欲
寄誰

�上
詩
を
題
し
て
誰
に
寄
せ
ん

承
句
に
い
う
「
上
陽
」
は
、
洛
陽
の
上
陽
宮
を
指
す
。
『
新

�書
』

卷
三
十
八
「
地
理
志
」
二
「
河
南

�」「

畿
�訪
使
」
に
、「
上
陽
宮

は
禁

�の
東
に
在
り
、
東
は
皇

�の
西
南
隅
に
接
す
。
」
と
見
え
て
い

る
。
白
居
易
は
新
樂
府
「
上
陽
白
髮
人
」
の
詠
作
に
あ
っ
て
、
「
天
寶

五
載
（
七
四
六
）
已
後
、
楊
貴
妃

寵
を
專
ら
に
し
、
後
宮
復
た

�幸

せ
ら
る
る
も
の
無
し
。
六
宮
の
美
色
あ
る

�、
輒
ち
之
を
別

�に
�く

。

上
陽
は
其
の
一
な
り
。
貞
元
（
七
八
五
―
八
○
五
）
中

�ほ
存
す
。
」

と
自
ら

�し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
詩
篇
の

�頭
部
に
お
い
て
、

玄
宗
末

�初

�入
玄
宗
の
末

�

初
め
て

�ば
れ
て
入
る

入
時
十
六
今
八
十

入
り
し
時
十
六
今
六
十

と
唱
っ
て
い
る
。
十
六

�で
宮
中
に
入
っ
た

�き
娘
も
今
や
六
十

�。

紅

�に
詩
を
書
き
つ
け
た
宮
娥
も
ま
た
こ
の
上
陽
宮
中
の
人
に

�な
ら

な
い
。

	況
の
詠
作
に
い
う
「
斷
腸
」
の
語
が
こ
の
恩
寵
も
な
き
宮
娥

た
ち
の
辛
く
寂
し
い
境
涯
を
物
語
っ
て
い
る
。
白
居
易
も
ま
た
「
上
陽

白
髮
人
」
の
篇
中
に
、

上
陽
人

上
陽
の
人

�最
多

�し
み
最
も
多
し

少
亦

�

少
き
に
も
亦
た

�し
み

老
亦

�

老
ひ
て
も
亦
た

�し
む

少

�老

�兩
如
何

少

�

老

�

兩
つ
な
が
ら
如
何
せ
ん

と
詠
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
雲
溪
友
議
』
に
は
、
こ
の
こ

と
が
早
く
も
天
聽
に

�し
、
か
く
て
少
な
か
ら
ざ
る

�が
禁

�か
ら
出

さ
れ
た
と
記

�さ
れ
る
。

古
く

 代
の
長
信
宮
で
の
班

�
�の

生
き
ざ
ま
は
、
後
の

�代
の
上

陽
宮
の
宮
娥
た
ち
の

!に

"な
り
、
ひ
い
て
は
廣
く
宮
女
一
般
の
悲
哀

に
ま
で
重
な
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
「
舊
寵
悲
秋

�」
は
、
恩
寵
を

失
い
天
子
の
訪
れ
の
な
い

�た
ち
の
や
る
せ
な
い
心

#を
語
っ
て
餘
り

あ
る
象

$
%な

句
と
し
て
重

&で
あ
る
。
こ
こ
に
「
秋

�」
の
語
は

「
怨
歌
行
」
の
故
事
を
祕
め
た
語
と
し
て
、
詩
語
の
深
み
を
い
や

'し

に
'し

て
き
た
と
も
見
ら
れ
る
。

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集

86



＊
＊

�・
班

�
�の

「
怨
歌
行
」
は
、
當
の
中
國
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、

中
國
の
文

�を
�收

し
て
き
た
日
本
の
文
學
世
界
に
お
い
て
も
夙
に
受

容
さ
れ
て
き
た
。
い
ま
そ
の
一
斑
を
確

�す
べ
く
例
を
求
め
て
み
れ
ば
、

ま
ず
『
和

�
�詠

集
』
卷
上
「

	」
「


」
に
載
る

�
�の

作

（380）に



の
句
が
あ
る
。

班
女
が
閨
の
中
の
秋
の

�の
色

楚
王
が
臺
の
上
の
夜
の
琴
の
聲

班
女
閨
中
秋

�色

楚
王
臺
上
夜
琴
聲

「
班
女
」
は
ま
さ
し
く
班

�
�を

い
う
。
こ
の
句
は
部

�に
明
ら
か

な
よ
う
に
「


」
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、
出
典
に
關
し
て
い
え
ば
、

釋
信
阿
の

�と
い
わ
れ
る
「
私

�」
に
「
題




�
�」

と
い
う
。

�

�は
、
橘
在
列
の

�名
。
天
慶
七
年
（
九
四
四
）
に
出
家
し
て
比
叡
山

に
入
り
、
號
を

�
�と
い
っ
た
。
生

�年
は
未
詳
。
『
沙
門

�公
集
』

『

�
�記

』
は
す
で
に
散

�し
て
い
る
。「
題


」
な
る
詩
篇
の

�容
は

知
り
得
な
い
が
、
上
句
は


の
色
を
、
下
句
は
そ
の


の
風
に

�う

�

を
詠
じ
て
い
よ
う
（
２
）。
上
句
の
「
色
」
に
關
し
て
の
み
い
え
ば
、


と

�

と
の
色

�
�な

繋
が
り
は
、
「
怨
歌
行
」
に
い
う
「
皎

�如
霜


」
の

表
現
に
由
來
し
て
そ
の
白
い
色
合
い
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も

そ
の

�は
「
秋

�」
の
語
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
た
。
こ
の
「
秋
の

�の

色
」
は
悲
哀
の
意
味
深
長
な
色
を
帶
び
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

實
の
と
こ
ろ
『
和

�
�詠

集
』
に
お
い
て
「
秋

�」
な
る

�語
が
確

�で
き
る
の
は
こ
の
句
の
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
他
、
『
和

�
�

詠
集
』
に
は

に
示
す
よ
う
な
班

�
�の

「
怨
歌
行
」
を
踏
ま
え
た
詠

作
が
複
數
あ
る
。
卷
上
「

�」
「

�涼
」
に
載
る
大
江
匡
衡
の
詠

（162）に

目
を
向
け
た
い
。

班

�
�が

團


の

�

岸
風
に
代
わ
り
て
長
く

�れ
ぬ

燕
の
昭
王
が
招
涼
の
珠
沙

�に
當
っ
て
自
ら
得
た
り

班

�
�團


之

�

代
岸
風
兮
長

�

燕
昭
王
招
涼
之
珠
當
沙

�兮
自
得

「
班

�
�」

の
名
が
直
に
詠
ま
れ
て
い
る
。「
團


の

�」
は
「
怨
歌

行
」
中
の
「
皎

�如
霜




、
」
お
よ
び
「
團 、
團 、
似
明

�」
、
こ
の
二
句
に

�め
ら
れ
る
班

�
�の

�の
も
つ
屬
性
を
「
團


」
な
る
一
語
に
撮

�

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。「

�夜
守
庚
申
、
侍

�涼
殿
、

同
賦

 
!對

水
石
、
應
製
一
首
并
序
」
の
句
で
あ
る
（
３
）。
匡
衡
は
一
條
天

皇
"の

人
で
、
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）

�。

ま
た
匡
衡
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
人
で
あ
る
慶

#保
胤
は
、
卷
下
「
風
」

に

の
詠

（400）を
殘
し
て
い
る
。

秋
扇
雑
考
補
（
堀
）
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班
�

�を
裁
し
て
誇

�す
べ
し

列
士
車
を
懸
け
て

�
�せ

ず

班
�裁
�應

誇

�

列
士
懸
車
不

�
�

「
班

�」
は
と
り
も
な
お
さ
ず
班

�
�を

指
す
。
こ
の
摘
句
の
出
典

に
關
し
て
は
、
「
私

	」
に
「


風
何
處
隱

保
胤
」
と
い
う
。
そ
の

「


風
何
處
く
に
か
隱
る
」
と
の
詩
題
に
よ
れ
ば
、


風
が
ど
こ
か

に
吹
き
隱
れ
た
の
で
、
班

�は

�素
を
裁
っ
て
團

�の

�を
作
り
、
か

く
て
天
子
の
恩
寵
を
誇
っ
た
ろ
う
と
詠
う
。
「


風
何
處
隱
」
は
白
居

易
「

夜
登
閣

�
�」

の
詩
句
に
よ
る
（
４
）。
保
胤
は
長
保
四
年
（
一
〇
〇

二
）

�。

ま
た
卷
下
「
山
」
に
は
、

�
�抛

ち
來
つ
て

�
�露

は
る

羅
帷
卷
き
却
け
て

�屏
明
ら
か
な
り

�
�抛

來

�
�露

羅
帷
卷
却

�屏
明

と
い
う
後
中
書
王
（

�
�親

王
）
の
作

（494）が
載
る
。
上
句
に
あ
る
「

�

�」
の
語
も
ま
た
「
怨
歌
行
」
の
「
新
裁
齊

�素
」
に
依
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
本

�に
お
い
て
も
班

�
�の

「
怨
歌
行
」
が

受
容
さ
れ
て
き
た
明
ら
か
な
證
據
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
は
「
怨
歌
行
」

中
の
字
句
あ
る
い
は
故
事
を
想

�さ
せ
る
詩
句
を
さ
ま
ざ
ま
に
有
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
邦
人
の
作
に
加
え
て
、『
和

�
�詠

集
』
卷
上
「

�」

「

�」
に
は
白
詩
か
ら
の
摘
句

（199）が
載
る
。

�
�に

銷
え
ざ
る

�

年
を

�ふ
る
ま
で
盡
く
る
こ
と
無
き
風

秋
を
引
き
て
手
の
裏
に
生
る

を
藏
し
て
懷
の
中
に
入
る

�
�不

銷

�

�年
無
盡
風

引
秋
生
手
裏
藏

入
懷
中

「

�
�不

銷

�」
に
は
そ
の

�の
色
を
、「

�年
無
盡
風
」
に
は
年
中

い
つ
で
も
得
ら
れ
る
風
を
詠
じ
る
。
使
え
ば
秋
を

�い
て
涼
し
い
風
が

手
中
に
生
じ
、
し
ま
え
ば
圓
き

が
す
っ
ぽ
り

�を
隱
す
よ
う
に
懷
の

中
に
入
っ
て
し
ま
う
。
「
不
銷

�」
「
藏

」
「
入
懷
中
」
の
字
句
は
い

ず
れ
も
が
「
怨
歌
行
」
に
由
來
す
る
表
現
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の

白
詩
の
典
據
を

�べ
れ
ば
、
詩
題
は
「
白

 
�」

で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
そ
の
五
言
六
聯
で

!
"さ

れ
る
詩
篇
の
中
か
ら
、
第
三
・
四
聯

の

#合
四
句
を
摘
句
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
も
そ
も
「
白

 
�」

に
は
第
一
聯
に
こ
う
詠
じ
ら
れ
て
い
た
。

素
是
自
然
色

素 し
ろき
は
是
れ
自
然
の
色

圓
因
裁
製
功

圓
き
は
裁
製
の
功
に
因
る

「
素
き
」
色
合
い
は
「
自
然
の
色
」
と
い
い
、
第
三
聯
の
上
句
に
は
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「
銷
え
ざ
る

�」
と
も
表
現
さ
れ
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
作
に
詠
出
さ

れ
た

�は
「

�素
」
を
裁
っ
て
作
っ
た
の
と
は

�な
る
。
詠
作
の
對
象

は
白

�
�で

あ
り
、
形

�は
「
圓
き
」
と
い
う
よ
う
に
團

�で
あ
ろ
う

が
、
班

�
	ゆ

か
り
の

�素
の

�と
は
素
材
が


く

�な
る
こ
と
に

�

意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「

�素
」
で
作
ら
れ
た
合

�
�と

は
別
樣
の
白

�
�に

對
し
て
も
、
班

�
	の

こ
と
が
投
射
さ
れ
た
例
と
し
て
珍
重
す

べ
き
で
あ
る
。

し
か
る
に
摘
句
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
「

�」
の
名
の
も
と
に
あ
た
か

も
班

�
	の

�素
の

�の
如
く
に

座
ま
し
ま
す
。
そ
れ
は
摘
句
の
マ

ジ
ッ
ク
と
い
っ
て
よ
い
。
白
詩
に
關
し
て
は
、
�稿
に
「
雨
後
秋
涼
」

詩
の
頷
聯
上
句
「
團

�先
辭
手
」
に
基
づ
く
和
歌
世
界
の
受
容
の
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
白
詩
以
外
に
も
『
和

�
�

詠
集
』
卷
下
「
戀
」
に
は
、
「

�仙
窟
」
で
名
高
い
張

�、
字
は
文

�

の

�の
詠
作

（779）を
載
せ
る
。

更 か
う闌 た

け
夜
靜
か
な
り
長
門
闃 げ
きと
し
て
開
け
ず

�冷 す
さ
まじ
く
風
秋
な
り
團

�杳
と
し
て
共
に

�え
ぬ

更
闌
夜
靜
長
門
闃
而
不
開

�冷
風
秋
團

�杳
而
共

�

上
句
は
、

�・
武

�の
と
き
、
巫

�に
惑
っ
た
陳
皇
后
が
長
門
宮
に

幽
閉
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
下
句
に
い
う
「
團

�」
は
班

�
	が

「
怨
歌
行
」
に
「
團
團
似
明

�」
と
唱
っ
た

�を
詠
じ
た
も
の
で
、
秋

の
到
來
と
と
も
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
恩

�の

�た
れ
た
こ
と
を
詠

じ
て
い
る
。
「
秋

�」
と
相
俟
っ
て
「
團

�」
の
語
も
ま
た
團
圓
な
ら

ざ
る
悲
哀
と
變
轉
と
を
含
意
す
る
。
我
が
國
に
お
け
る
「
團

�先
辭
手
」

の
和
歌
の
受
容
と
相
俟
っ
て
再
確

�し
て
お
き
た
い
。

＊
＊
＊

と
こ
ろ
で
、
我
が
國
に
お
け
る
「
怨
歌
行
」
受
容
の
跡
は
、
す
で
に

示
し
た
『
和

�
�詠

集
』
に

�め
得
る
例
か
ら
さ
ら
に
時
代
を
遡
り
得

る
。
一
つ
に
、
淳
和
天
皇
の
天
長
四
年
（
八
二
七
）
に

�立
し
た
と
い

う
『
經
國
集
』
卷
十
四
に
は
錦

�公
の
「
看
宮
人
翫

�」
一
首
（
七
言

律
詩
、

201）
を
收
載
す
る
。

妖

�二
八
御
樓
東

妖

�

二
八
御
樓
の
東

�
�添

粧
翳
顏
紅

�
�

粧
に
添
へ
て
顏
紅
に
翳 か
ざす

遙
似
恆
娥
憑

�
�

遙
か
に
恆
娥
の

�
�に

憑
る
に
似
た
り

�疑
班
子

�秋
風

�た
班
子
の
秋
風
を

�る
る
か
と
疑
ふ

掩
鬟
影
暗
寶
釵
上

鬟
を
掩
ひ
て
影
は
暗
し
寶
釵
の
上

隨
手
泣
生
羅
袖
中

手
に
隨
ひ
て
泣 な
み
だは
生
ず
羅
袖
の
中

寄
語
陽
臺
爲
雨

 

語
を
陽
臺
の
雨
と
爲
る

 に
寄
す

!
!應

入
楚
王

"

!
!

應
に
楚
王
の

"に
入
る
べ
し
と

秋
扇
雑
考
補
（
堀
）
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こ
の
頷
聯
の
下
句
に
い
う
「
班
子
」
は
班

�
�を

指
し
、「

�秋
風
」

は
「
怨
歌
行
」
の
「
常

�秋

�至
涼
飆
奪
炎
熱
」
な
る
詩
句
に
由
來

し
よ
う
。
作

�で
あ
る
「
錦

�公
」
は
、
錦
部

に
し
こ
り
べ

（
錦
織
部
）

�公
。

津
田
左
右
吉
は
『
我
が
國
民
思
想
の

�究
』
第
一
部
「
貴
族
文
學
の
時

代
」
第
一
篇
第
四
章
「
文
學
の

	

下

�安

�初
期
の
文
學
」
に
お

い
て
、
「
詩
そ
の
も
の
が

國
趣
味
そ
の
ま
ゝ
で
あ
る
」
こ
と
を
論
じ

て
、
「
看
宮
人
翫

�」
の
宮
人
は
「
長
信
宮
裡
の
人
で
あ
り
」
と
指
摘

し
た
。
本

�に
お
け
る
文

�
�倣

の
一
例
と
し
て

�例
さ
れ
る
が
、
そ

の

�を
翫
ぶ
宮
人
は
、
「
長
信
宮
裡
の
人
」
と
な
っ
た
班

�
�に

ま
ご

う
境

�に
あ
っ
た
ろ
う
か
。

「
妖

�二
八
」
は
、
二
八
の
十
六
と
い
う
妙
齡
の
美
女
を
い
う
。
先

行
す
る
『
文

�秀
麗
集
』
に

�載
の

�勢
識
人
「
奉
和
春
閨
怨
」

（53）

の

�頭
に
は
、

妾
年
妖
艷
二
八
時

妾
の
年
妖
艷
二
八
の
時

の
句
作
が
存
在
す
る
（
５
）。
「
御
樓
の
東
」
は
、
東
宮
の
ま
し
ま
す
御

�を

指
し
た
も
の
か
。
こ
の
宮
女
は
、
美
し
い

�（

�
�）

を

�粧
し
た
紅

の

�の
ご
と
き
容
顏
に
添
え
て
隱
し
て
い
る
。
そ
の
風

�は
、
不
死

�

を
盜
ん
で

�に

�っ
た
「
恆
娥
」
（

�娥
）
の
如
く
、
あ
る
い
は
秋
風

を

�れ
た
「
班
子
」
（
班

�
�）

か
と
疑
う
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
憂

い
の
影
は
美
し
い
釵
を

�し
た
鬟 ま
げを

�い
か
く
す
よ
う
に
暗
く
垂
れ
こ

め
、

�
�を
手
に
し
た
袖
口
に
は
泣 な
み
だが
溢
れ
る
。
高

 の
陽
臺
で

�に

雲
と
な
り

!れ
に
雨
と
な
る
巫
山
の

"女
に
胸
の
思
い
を
傳
え
た
い
。

�に
は
い
つ
も
楚
王
の

#の
中
に
入
る
べ
し
、
と
。

�は
「

�
�」

の
語
が
出
現
す
る
の
み
で
、
必
ず
し
も
班

�
�の

そ

れ
を
た
だ
ち
に
想

$さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
る
に
、
そ
の
宮
女

の
容
顏
を
詠
じ
て
は
「
班
子
」
が
發
想
さ
れ
る
。
こ
の
「
看
宮
人
翫

�」

詩
に
ま
た
『
和

%
&詠

集
』
を
遡
っ
た
「
怨
歌
行
」
受
容
の
確
か
な
痕

跡
が

'め
ら
れ
た
が
、
こ
の
『
經
國
集
』
を
さ
ら
に
遡
っ
て
、
嵯
峨
天

皇
の
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に

(っ
た
『
文

�秀
麗
集
』
に
ま
た
よ
り

古
い
例
を
拾
う
こ
と
も
で
き
る
。

宋
の
郭

)倩
の
『
樂
府
詩
集
』
卷
四
十
三
「
相
和
歌
辭
」
「
楚

*曲

下
」
に
「
班

�
�」「

�
�怨

」「
長
信
怨
」
と
い
う
樂
府
題
の
作
が
收

載
さ
れ
る
こ
と
を

+稿
に
記
し
た
が
、『
文

�秀
麗
集
』
卷
中
「
艷

�」

に
ま
た
邦
人
の
手
に
な
る
樂
府
題
の
詩
作
が
載
る
。
嵯
峨
天
皇
御
製
の

「

�
�怨

」
一
首

（58）が
そ
れ
で
あ
る
。

昭
陽
辭
恩
寵

昭
陽
恩
寵
を
辭
さ

り

長
信
獨
離
居

長
信
獨
り
離
居
す

團

�含
愁
詠

團

�

愁
ひ
を
含
み
て
詠 う
たひ

秋
風
怨
有
餘

秋
風
怨
み
餘
り
有
り

閑
階
人
跡

,

閑
階
人
跡

,え
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冷
帳

�光

�

冷
帳

�光

�し

久
罷
後
庭

�

久
し
く
罷
む
後
庭
の

�み

形
將

�時
徐

形

�時
と
徐 の
ばさ
ん

ま
ず
首
聯
に
詠
出
さ
れ
た
「
昭
陽
」
は
昭
陽
殿
（
「
昭
陽
舍
」
と
も
記

さ
れ
る
）
を
、
「
長
信
」
は
長
信
宮
を
そ
れ
ぞ
れ
に
指
す
。
因
み
に
、

�
�の

恩
寵
を
蒙
っ
た
班

�
	が


ん
だ
の
は
未
央
宮
の
「

�
�舍
」

で
あ
っ
た
（
６
）。
こ
れ
に
對
し
て
昭
陽
殿
は
、
趙
飛
燕
の
妹
で
あ
る
合

�

（
昭
儀
）
が

�
�か

ら
賜
っ
た
宮
殿
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
飛
燕
と
妹

の
合

�と
が


ま
っ
た
場

で
あ
る
と
も
い
う
（
７
）。
も
う
一
方
の
長
信
宮

は
、
皇
太
后
（

�
�の

母
）
の


ま
い
で
あ
り
、
班

�
	が

そ
の
世
話

を
し
て
寂
し
く

�ら
し
た
場

で
も
あ
っ
た
（
８
）。

首
聯
上
句
の
「
昭
陽
辭
恩
寵
」
は
、
昭
陽
殿
の
趙
飛
燕
や
合

�が
班

�
	の

忝
な
く
す
る
恩
寵
を
奪
い
去
っ
た
事
實
を
い
い
（
９
）、
そ
の
結
果
と

し
て
「
長
信
獨
離
居
」
、
す
な
わ
ち
失
寵
の
班

�
	が

自
ら

�ん
で
長

信
宮
に
離
れ


む
に
い
た
っ
た
顛
末
を
詠
じ
て
い
る
。

か
く
て
班

�
	は
、
愛
し
い

�
�に

�て
ら
れ
た
愁
い
を
含
ん
で
合

�の
團

�を
詩
に
詠
む
中
、
折
か
ら
吹
く
秋
風
は
余
り
あ
る
怨
み
を
含

ん
で
吹
き
ぬ
け
る
。
移
り


ん
だ
長
信
宮
は
靜
ま
り
か
え
っ
て
訪
れ
る

人
も
な
く
、
冷
た
い
帳
に

�明
か
り
が

�し
く
射
し
こ
む
ば
か
り
で
あ

り
、
天
子
の
ま
し
ま
す
後
宮
に
仕
え
る

�み
は
永
久
に

�た
れ
、
我
が

形
骸
を

�
�の
移
ろ
い
に
任
す
と
の
身
の
上
を
詠
じ
る
。

�に

�目
し
て
み
れ
ば
、
「

�
	怨

」
に
は
「
團

�」
の
語
が
「
秋

風
」
の
語
と
相
俟
っ
て
機
能
す
る
が
、
嵯
峨
天
皇
は
ど
ん
な
思
い
で

�

國
の

�の
皇

�が

�き
だ
し
た
後
宮
の
愛

�劇
を
詠
出
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

『
文

�秀
麗
集
』
に
は
、
こ
の
嵯
峨
天
皇
の
御
製
に
和
し
奉
っ
た

�

勢
識
人
と
桑
原
腹
赤
の
「
奉
和

�
	怨

」

（59･60）の
詠
作
を
も
載
せ
て
い

る
が
、
こ
の
二
首
に
は
班

�
	ゆ

か
り
の

�は
詠
出
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
桑
原
腹
赤
の
「
奉
和

�
	怨

」

（60）の
頷
聯
に
は
、
嵯
峨
天
皇
の

御
製
詩

�頭
に
「
昭
陽
」
と
「
長
信
」
が
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
こ
う
詠

じ
ら
れ
て
い
た
。

昭
陽
歌

�
�

昭
陽
歌

�

�ん
に
し
て

長
信
綺
羅
愁

長
信
綺
羅
愁
ふ

「
昭
陽
」
と
「
長
信
」
と
を
對
置
し
て

�
�し

、
恩
寵
を
蒙
る

�頂

の

�と
、

�去
の
恩
寵
を
胸
に
祕
め
て
憂
愁
に
く
れ
る

�と
を
對
照
し

て
敍

 す
る
。
天
子
の
恩
愛
を
奪
っ
た
側
と
奪
わ
れ
た
側
と
の
明
暗
は
、

そ
の

�臺
と
な
る
女
た
ち
の
居

を
介
し
て
象

!
"に

敍

 さ
れ
た
（

#）。

嵯
峨
天
皇
の
御
製
も
腹
赤
の
詠
も
變
轉
の
因
果
を
含
ん
だ
對
句
の

$容
�
�を

と
る
が
、
「
昭
陽
」
と
「
長
信
」
と
の
語
は

%く

�時
の
名
だ

た
る
女
性
の

&史
を
祕
め
た
詩
語
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

秋
扇
雑
考
補
（
堀
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だ
け
に
含

�に
富
む
し
、
使
用
例
も
少
な
く
な
い
。

『
文

�秀
麗
集
』
に
ま
た
一
例
を
求
め
れ
ば
、
同
じ
く
桑
原
腹
赤
の

「
和

�
�史

秋
�歌

」

（138）に
、

長
信
深
宮
圓
似

�
長
信
の
深
宮
圓
き
こ
と

�に
似
て

昭
陽
祕
殿
淨
如

�
昭
陽
の
祕
殿
淨
き
こ
と

�の
如
し

の
句
を
見
る
。
こ
れ
は
秋

�を
詠
じ
る
中
で
、
上
句
は
長
信
宮
に
か
か

る

�の
如
く
に
圓
い

�の
形

	を
、
ま
た
下
句
は
昭
陽
殿
に


り

�ぐ

�の

�淨
な
る
色
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
（

）。
因
み
に
、
上
句
は

�を
詠

じ
て
、
そ
の
形
容
に
班

�
�の

�を
借
り
用
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
が
、
こ
の
詩
の
直

�の
嵯
峨
天
皇
の
御
製
「
和

�史
貞

�秋

�歌
」

（137）

に
ま
た

�の
句
を
見
る
。

皎

�秋
悲
班
女

�

皎

�な
り
秋
に
悲
し
む
班
女
の

�
こ
れ
も

�を
詠
じ
て
そ
の
皎

�な
る
色
を
班

�
�の

�に
た
と
え
た
作

に
他
な
ら
な
い
。

＊
＊
＊
＊

も
ち
ろ
ん
中
國
の
詩
篇
に
も
、
昭
陽
殿
と
長
信
宮
と
を
詠
み
こ
ん
だ

作
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

班

�
�の
悲
哀
を
象

�す
る
長
信
宮
は
、
一
つ
の

�史

�な
悲
劇
の

�臺
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
長
樂
宮
に
在
っ
て
、
宮

�の
西
に
位

置
し
た
こ
と
か
ら
、
「
西
宮
」
と
も
別
稱
さ
れ
た
（

�）。

�の
王
昌
齡
は
、

こ
の
班

�
�の

悲
劇
の

�臺
を
複
數
の
詩
篇
に
と
ら
え
て
い
る
。
「
西

宮
春
怨
」「
西
宮
秋
怨
」「
長
信
宮
詞
五
首
」
の
詠
作
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
中
で
「
西
宮
春
怨
」
に

�目
し
て
み
た
い
。

西
宮
夜
靜
百

�香
西
宮
夜
靜
か
に
し
て
百

�香
し

欲
捲
珠
簾
春
恨
長

珠
簾
を
捲
か
ん
と
欲
し
て
春
恨
長
し

斜

�雲
和
深
見

�

斜
め
に
雲
和
を

�き
て
深
く

�を
見
れ
ば

朦
朧
樹
色
隱
昭
陽

朦
朧
た
る
樹
色
昭
陽
を
隱
す

�頭
と
最
末
尾
に
「
西
宮
」
と
「
昭
陽
」
の
語
が
對
置
せ
ら
れ
た
詩

篇
の
結

�の
中
に
、
陰
の
存
在
と

�し
て

�か
ば
れ
る
こ
と
の
な
い
班

�
�の

境

 が
明
瞭
に

!き
出
さ
れ
る
。
百

�の
香
る
靜
ま
り
か
え
っ

た
夜
、
珠
の
簾
を
捲
こ
う
と
す
れ
ば
、
春
愁
の
長
き
恨
み
が

"き
お
こ

る
。
雲
和
な
る
樂

#（
琴
瑟
あ
る
い
は
琵
琶

（

$））
を
斜
め
に

�い
て
明

�を

ジ
ッ
と
見
や
れ
ば
、

%線
の
先
に
は
朦
朧
と
し
た
樹
々
の
色
が
色
濃
く

立
ち
ふ
さ
が
り
、

�や
い
だ
昭
陽
殿
を
す
っ
か
り
隱
し
て
い
る
。

ま
さ
に
「
西
宮
」
と
「
昭
陽
」
は
、

&
'の

恩
寵
を
蒙
っ
た
女
た
ち

の
陰
と
陽
と
を
象

�す
る
語
と
も
な
っ
て
い
よ
う
。
「
西
宮
」
は
木
々

に
(世

さ
れ
た
靜
謐
な
一
種
の

)空

*で
も
あ
る
。
朦
朧
た
る
色
合
い

の
樹
木
が
結
界
と
な
っ
て
、

�や
い
だ
現
世

�な
「
昭
陽
」
と

(
+し

た
世
界
を
形

&し
て
い
る
（

,）。
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こ
の
「
西
宮
春
怨
」
に
は
班

�
�ゆ

か
り
の

�は
ま
っ
た
く

�を
見

せ
な
い
が
、
こ
れ
に
對
し
て
「
西
宮
秋
怨
」
に
は
こ
う
詠
ま
れ
る
。

�
�不
�美

人
妝

�
�

美
人
の
妝
ひ
に

�ば
ず

水
殿
風
來
珠

	香
水
殿
風
來
り
て
珠

	香
し

卻
恨
含




一
作
誰
分
含
啼

掩
秋

�
卻
っ
て
恨
む


を
含
み
て
秋

�を
掩
ひ

空
懸
明

�待
君
王

空
し
く
明

�を
懸
け
て
君
王
を
待
つ
を

�
�の

�と
て
裝
い
を
凝
ら
し
た
班

�
�の

美
し
さ
に
は

�び
も
つ

か
な
い
。
水
邊
の
樓
閣
に
は
秋
の
涼
風
が
吹
き
わ
た
り
、
眞
珠
や
翡

	

の
髮

り
が

�し
く
匂
う
。
來
ま
さ
ぬ
皇

�へ
の




お
も
いを
祕
め
て
「
秋
の

�」
を
し
ま
い

�み
、
明

�が
ひ
っ
そ
り
と
照
ら
す
中
、
か
な
わ
ぬ
こ

と
と
思
い
な
が
ら
君
王
の
お
出
ま
し
を
待
つ
の
が
恨
め
し
い
。

因
み
に
、
「
明

�」
は
「
團
團
似
明

�」
な
る
「
怨
歌
行
」
の
詩
句

に
も

�め
ら
れ
た
字
句
で
あ
り
、
か
つ

�・
司
馬
相
如
の
「
長
門
賦
」

に
「
明

�懸
か
り
て
以
て
自
ら
照
ら
し
、

�夜
に
洞

�に
徂 ゆ

く
」
と
あ

る
の
を
踏
ま
え
る
。
「
長
門
賦
」
は
、

�の
武

�の
寵
を
失
い
獨
り
寂

し
く

�ら
し
た
陳
皇
后
が
相
如
に
作
ら
せ
た
と
い
う
作
。
ま
さ
に
夜
の

闇
を
皎
々
と
照
ら
す
明

�が
、
皇

�を
わ
が
洞

�に
か
り
た
て

�か
ん

と
す
る
の
で
も
あ
ろ
う
。
圓
き
明

�の
形

�は
ま
た
鏡
に
も

�じ
る
。

「
懸
」
字
は
こ
う
し
た
鏡
に
比
況
し
て
用
い
ら
れ
た
か
。

「
恨
」
は
、
物
ご
と
の
解
決
不
可
能
性
・
回
復
不
可
能
性
へ
の
自
覺

に
基
づ
く
無
念
さ
・

�恨
を
い
う
と
の

�が
あ
る
（

�）。
秋

�を
手
に
す
る

�は
、

�
�と

な
る
身
の
上
を
自
覺
し
つ
つ
も
、
あ
て
も
な
き
天
子
の

訪
れ
を
諦
め
き
れ
な
い
哀
愁
が
滲
む
。
「
君
の
懷
袖
に
出
入
」
す
べ
き

�も
「
涼
飆
炎
熱
を
奪
ふ
」
時

�の
到
來
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な

い

�衷
は
計
り
知
れ
な
い
。

＊
＊
＊
＊
＊

男
を
待
ち
に
待
つ
女
の

�は
痛
々
し
く
、
時

�を

�し
た
秋

�こ
そ

恨
め
し
い
。
我
が
國
に
は
、「

�ゆ
ゆ
し
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。

辭
典

 に
よ
れ
ば
、
班

�
�の

「
怨
歌
行
」
の
故
事
か
ら
、

�が
男
女

の
仲
に
と
っ
て
不
吉
で
あ
る
と
の
意
に
い
う
。
貞
元
・
天
元
（
九
七
六
―

九
八
二
）
の
頃
の

!立
と
見
ら
れ
る
『
古
今
和
歌
六
帖
』
卷
五
に

"の

和
歌
が
見
え
る
。

名
に
し
負
は
ば

#み
ぬ
べ
き
を
な
ぞ
も
か
く

あ
ふ
ぎ
ゆ
ゆ
し
と
名
づ
け
そ
め
け
ん

「
あ
ふ
ぎ
（

�）」
は
「
あ
ふ
（
逢
ふ
）」
に

�じ
る
の
で
、
餞
別
に

$

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
る
に
、
そ
の
「
名
に
し
負
」
う
こ

と
も
な
く
、
再
會
の

#み
に
な
ら
ぬ
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
も

あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
男
女
が
相
逢
う
こ
と
、
果
て
は
戀
の

!就
と
そ
の

行
く
末
の

%き
と
を
念
願
す
る

&た
ち
に
と
っ
て
、
班

�
�ゆ

か
り
の

秋
扇
雑
考
補
（
堀
）
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悲
戀
の

�の
イ
メ
ー
ジ
は
、
戀
の

�を
阻
む
も
の
、

�う
せ
し
め
ぬ
も

の
と
さ
え

�忌
す
る

�妙
な
心
理

�反
應
を
も
生
ん
だ
。
か
く
て

�自

體
を
タ
ブ
ー

�す
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
自
體
が

そ
の
こ
と
ば
の
生
ま
れ
た
背
景
と
人
々
が

	い
た
思
い
と
を
端

�に
示

し
て
い
よ
う
。
ま
さ
し
く
色
戀
の

�に
關
わ
る
日
本

�

俗

の

�
�と

い
っ
て
よ
い
。

『
後
撰
和
歌
集
』
卷
十
三
「
戀
五
」
に
載
る
と
こ
ろ
の
、

人
を
の
み
う
ら
む
る
よ
り
は

心
か
ら
こ
れ
忌
ま
ざ
り
し
罪
と
思
は
ん

と
の
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
の
和
歌
に
は
、

の
よ
う
な
詞
書
が
あ
る
。

男
の
心
變
る
氣
色
な
り
け
れ
ば
、
た
ゞ
な
り
け
る
時
、
こ
の
男
の

心
ざ
せ
り
け
る

�に
書
き
つ
け
て
侍
り
け
る

心
變
わ
り
し
た
氣
配
の
見
え
た
男
に

�り
と
ど
け
ら
れ
た

�。
そ
の

�は
、「
こ
の
男
の
心
ざ
せ
り
け
る

�」、
す
な
わ
ち
男
が

�々
か
ら
欲

し
が
っ
て
い
た
代
物
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
書
き
つ
け
た
和
歌
に
「
こ
れ

忌
ま
ざ
り
し
罪
と
思
は
ん
」
と
い
う
の
に
よ
れ
ば
、
女
は
こ
れ
ま
で

「

�き
」
の
時

�の
到
來
を
と
り
た
て
て
忌
ま
ず
に
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
い
ま
和
歌
と
と
も
に

�り
つ
け
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
結
局
受
け
取
っ
た
男
の
「
心
變
る
氣
色
」
が
回
復
さ
れ
た
の
か
は

知
る
由
も
な
い
が
、
こ
の
和
歌
が
「

�ゆ
ゆ
し
」
の


俗
に
裏
打
ち
さ

れ
る
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
る
。

ま
た
『
大
和
物
語
』
の
第
九
十
一
段
「

�の
香
」
に
も
、
三
條
の
右

大
臣
（

�原
定
方
）
が
、
中
將
の
頃
に
賀

�の
祭
の
敕
使
に
立
っ
た
折
、

以

�
�っ

て
い
た
女
の
も
と
に
「

�も
た
る
べ
か
り
け
る
を
、
さ
わ
が

し
う
し
て
な
む

�れ
に
け
る
。
ひ
と
つ
た
ま
へ
」
と
言
っ
て
や
っ
た
と

こ
ろ
、
色
も
香
も
よ
い

�を
と
ど
け
て
よ
こ
し
た
。
そ
の
折
、

�の
裏

の
端
の
ほ
う
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
が

の
歌
で
あ
っ
た
。

ゆ
ゆ
し
と
て
忌
む
と
も
今
は
か
ひ
も
あ
ら
じ

憂
き
を
ば
こ
れ
に
思
ひ
寄
せ
て
む

�を
「
ゆ
ゆ
し
と
て
忌
む
」


俗
が
端

�に
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
男
に

�る
こ
と
を
忌
ん
で
き
た
に
も
關
わ
ら
ず
、
女
は
い
ま
男
の

�

な

�
�を

容
れ
て

�を

�り
と
ど
け
る
と
同
時
に
、
そ
の
辛
い
思
い
を

寄
せ
て

�っ
て
や
っ
た
。
因
み
に
、
女
の
歌
は
『
拾

�和
歌
集
』
「
雜

戀
」
に
は
、
「
女
の
も
と
に

�を

�は
し
た
り
け
れ
ば
い
ひ
つ
か
は
し

け
る
」
と
の
詞
書
で
、
ま
た
四
・
五
句
は
「
う
き
を
ば
風
に
つ
け
て
止

み
な
む
」
と
な
っ
て
載
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
の
和
歌
を
目

に
し
た
男
は
、
「
い
と
あ
は
れ
と
お
ぼ
し
」
て

の

�し
（

�歌
）
を

詠
っ
て
い
る
。

ゆ
ゆ
し
と
て
忌
み
け
る
も
の
を

わ
が
爲
に
な
し
と
い
は
ぬ
は
誰 た

が
つ
ら
き
な
り

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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�を
「
ゆ
ゆ
し
と
て
忌
み
け
る
も
の
」
と
は
、
こ
れ
ま
た
「

�ゆ
ゆ

し
」
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た

�を
女
が
無
い
と
い
わ
ず
に

�り
屆
け
て
き
た
こ
と
を
と
ら
え
て
、
男
は
、
い
っ
た
い
辛
い
思
い
は

誰
が
味
わ
っ
て
い
る
の
か
と
切
り

�し
た
（

�）。

「

�ゆ
ゆ
し
」
の

�俗
は
か
く
も

�時
の
生
活
に
深
く
溶
け
こ
ん
で
、

廣
く
に

�
	し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
身


な

�

俗
の

�生
は
、
中
國
に
は
無
か
っ
た
展
開
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
班

�
の

「
怨
歌
行
」
に
關
わ
る
極
め
附
き
の
日
本

�受

容
相
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

＊
＊
＊
＊
＊

�
�の

�
�の

寵

�で
あ
り
な
が
ら
、
宮
中
に
趙
飛
燕
さ
ら
に
は
そ

の
妹
の
趙
昭
儀
（
合

�）
が
召
さ
れ
て
の
ち
に
恩
寵
を
失
い
、
や
が
て

後
宮
の
長
信
宮
に
す
む
皇
太
后
（

�
�の

母
）
に
仕
え
て
寂
し
く

�ら

す
こ
と
に
な
っ
た
班

�
。
「
秋

�」
の
語
が
、
そ
の
身
の
上
の
變
轉

を
含
意
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

�・
劉
禹
錫
の
「
秋

�詞
」

は
、
こ
う
し
た
は
か
な
い
「
秋

�」
そ
の
も
の
を
テ
ー
マ
に
詠
じ
た
作

で
あ
る
。

莫

�恩

�無
重
來

恩

�の
重
ね
て
來
る
こ
と
無
き
を

�ふ
莫

か
れ

人

�榮
謝
遞
相
催

人

�

じ
ん
か
んの
榮
謝
遞
ひ
に
相
催
す

當
時
初
入
君
懷
袖

當
時
初
め
て
君
の
懷
袖
に
入
り
し
と
き

豈
念

�爐
有
死

�

豈
に

�爐
に
死

�あ
る
を
念
は
ん
や

�・
承
の
兩
句
に
お
い
て
、
世

�
�な

榮

�と
衰

�は
交
互
に

�こ

る
も
の
だ
か
ら
、
天
子
の
恩

�を
再
び
身
に
受
け
る
こ
と
の
な
い
現
實

は
言
う
に
當
た
ら
な
い
、
と
い
う
。
轉
句
に
い
う
「
入
君
懷
袖
」
は
班

�
「

怨
歌
行
」
に
あ
る
「
出
入
君
懷
袖
」
の
字
句
に
依
っ
た
も
の
で
、

か
つ
て
あ
な
た
に
お
使
い
い
た
だ
い
た

�時
を
回
想

�に
詠
っ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
確
か
に
「
秋

�」
自
體
を
詠
じ
て
い
な
が
ら
、
結
句

に
は
「

�爐

 
�」

の
熟
語
に
も
對
照
さ
れ
た
「
爐
」
を
と
ら
え
る
。

「

�爐
」
は

 場
に
限
ら
ず
火
の
氣
が
失
せ
て
冷
え
切
っ
た
爐
を
、

「
死

�」
は
燃
え
切
っ
た
白
い

�を
い
う
。
そ
の
「

�爐
有
死

�」
の

表
現
は
、
圓
滿
な
り
し

�愛
の
、
そ
の
變
轉
の
行
き
つ
く
先
を
極
言
し

た
も
の
と
い
え
る
。
「
秋

�」
を
詠
じ
な
が
ら
「

�爐
」
を
借
り
て
身

の
變
容
を
表
現
し
た
發
想
は
奇

!で
は
な
い
か
。
そ
の
思
わ
ぬ
展
開
の

妙
が
讀
み
手
を
引
き
つ
け
て
や
ま
な
い
が
、
こ
の
劉
禹
錫
の
詠
作
の
如

く
、
詩
題
そ
の
も
の
に
「
秋

�」
の
語
が

"め
ら
れ
る
詩
篇
は
極
め
て

稀
で
あ
る
。
『

#
�詩

』
に
は
、
他
に

$谷
の
「
代
秋

�詞
」
の
作
を

"め
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

$谷
の
作
に
は
「
怨
歌
行
」
に
由
來

す
る
が
如
き
字
句
は

#く

"め
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
劉
禹
錫
の

秋
扇
雑
考
補
（
堀
）
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「
秋

�詞
」
は
珍
重
す
べ
き
詠
作
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

因
み
に
、
「
秋

�」
に
關

�す
る
「

�
�」

と
「

�
�」

の
語
に
つ

い
て
い
え
ば
、
日
本
に
お
い
て
は
、
檜

�（
檜
や
杉
な
ど
の
五
枚
か
ら
八

枚
の

�い
板
を
綴
じ
あ
わ
せ
た
も
の
）
を
「

�
�」

（
十

�か
ら
三

�）、

蝙
蝠

か
わ
ほ
り

�（
竹
・
鐵
な
ど
の
數
本
の
骨
に
紙
や
絹
を
貼
っ
た
も
の
）
を
「

�
�」

（
四

�か
ら
九

�）
と
も
呼
ん
で
用
い
、
宮
中
に
お
け
る

�
	の


と
も

な
っ
て
い
た
こ
と
を
加
え
て
お
き
た
い
（

�）。

こ
と
ば
は
時
代
と
根
附
い
た
土
地
の

�境
の
中
で
育
ま
れ
て
い
く
。

一
つ
に
班


�の

「
怨
歌
行
」
は
中
國
と
日
本
の
文
學
風
土
の
中
で
そ

れ
ぞ
れ
に
受
容
さ
れ
、
そ
れ
を
ま
た
源
泉
と
も
し
て
「
秋

�」
や
「
團

�」
の
語
と
相
俟
っ
て
多
樣
な
受
容
相
を
創
り
出
し
て
き
た
。
そ
の
種
々

相
は
こ
と
ば
の
鑛

�の
、
ご
く
一
部
を

�掘
し
得
た
も
の
に
す
ぎ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
鮮
な
息
吹
が
感
じ
ら
れ
、

そ
こ
に
こ
と
ば
の
水
琴
窟
を
聽
い
た
が
如
き
、
こ
と
ば
の
活
き
た
面
白

さ
が
潛
ん
で
い
る
。

〔

�〕

（
１
）
こ
の
話
は

�・
孟

�『
本
事
詩
』
に
も
載
る
が
、
宮
娥
の
詠
ん
だ

�

頭
の
詩
は
出
て
い
な
い
。『
太

�廣
記
』
に
は
、
こ
の
「

�況
」（
卷
一

九
八
、「
出
本
事
詩
」）
の
他
、
卷
一
九
八
に
「
盧
渥
」（「
出
雲
溪
友
議
」）、

卷
三
五
四
に
「
李
茵
」
（
「
出
北

�瑣
言
」
）
と
い
う

�話
を
載
せ
る
。

ま
た
、
宋
・
劉
斧
の
『

�瑣
高
議
』
に
は
張
實
の
「
流
紅
記
」
を
載
せ

る
。
こ
う
し
た
一

�の
話
は
日
本
で
も
早
く
に
受
容
さ
れ
た
よ
う
で
、

『
今
昔
物
語
集
』
卷
二
十
三
に
「
震
旦

�招
孝
、
見
流
詩
戀
其

�語
第

八
」
が
載
る
が
、
出
典
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
班


�の

�と
楚
王
の
琴
と
を
對
し
た
句
作
と
し
て
は
、

�・
李

�

「

�禁

�陪
幸
臨
渭
亭

�
�應

制
」
の
頸
聯
に
「
光
含
班
女

�、
韻
入

楚
王
弦
」
の
例
が
あ
る
。

（
３
）
『
本

 文
粹
』
卷
八
、
『
江
吏
部
集
』
上
。
『
江
談
抄
』
第
六
「
長
句

事
」
に
も
引
か
れ
る
。

（
４
）
『
江
談
抄
』
第
四
に
も
引
か
れ
る
。

（
５
）
白
居
易
の
「
上
陽
白
髮
人
」
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
「
入
時
十
六
」
の

年
齡
に
も
相

!じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
小
島

"之
『
國
風
暗

#時
代
の

文
學
』
下
Ⅲ
の
「
經
國
集
詩

$」（
二
○
一
番
）
に
は
、「
妖

%二
八
」

を
十
六
人
の

&
%の

意
に
解
す
る
。「
二
八
」
に
は
古
の
「
女
樂
二
八
」、

二
列
十
六
人
の

&樂
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
解
釋
に
與
し
な

い
。

（
６
）
『

'書
』
卷
九
十
七
下
「
外
戚
傳
」
の
「
孝

(班

)
*傳

」
に
、「
孝

(班

)
*（

略
）

爲

)
*、

居

+
(舍

。
」
と
あ
り
、
應

劭
は
「

後
宮

有
八

,、

+
(第

三
也
。
」
と

$す
る
。
ま
た
『
三

輔

-圖
』
卷
三
に

も
、「
班


�居

+
(舍

。
後
宮
八

,、

+
(第

三

,也
。」
と
見
え
る
。

（
７
）
『

'書
』
卷
九
十
七
下
「
外
戚
傳
」
の
「
孝

(趙
皇
后
傳
」
に
、「

皇
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后

�立
、
後
寵
少
衰
、
而
弟

�幸
、
爲
昭
儀
。
居
昭
陽
舍
（
略
）。」
と

あ
る
。
ま
た
『
三
輔

�圖
』
卷
三
に
は
、
「

�
�趙

皇
后
居
昭
陽
殿
。

有
女
弟
倶
爲

�
�、

貴
傾
後
宮
。」
と
あ
る
。

（
８
）
『
三
輔

�圖
』
卷
三
に
、「
長
信
宮
、

	太
后
常
居
之
。
按


靈
記
、

太
后
、

�
�母

也
。
后
宮
在
西
。
秋
之
象
也
。
秋

�信
。
故
宮
殿
皆
以

長
信
長
秋
爲
名
。」
と
あ
る
。

（
９
）
「
辭
」
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、「
日
本
古
典
文
學
大
系
」
本
の
「
○
昭

陽
…
」
の
頭

�に
、
「

�君
の
恩
愛
を
失
っ
て
昭
陽
殿
（
班

�
�が



ん
で
い
た
殿
舍
の
名
）
を
辭
去
し
、
長
信
宮
（

�
�の
母
王
太
后
の
居

た
宮
の
名
）
に
ひ
と
り
別
れ
て

む
こ
と
に
な
っ
た
。
」
と
譯
出
す
る

が
、
そ
の
「
昭
陽
殿
」
に
付
さ
れ
た

�記
は
事
實
を

�
�す

る
が
如
く

で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
書
の
桑
原
腹
赤
「
奉
和

�
�怨

」
の
頷
聯
に
對

す
る
「
○
昭
陽
…
」
の
頭

�で
は
、

�（

10）
に
示
す
よ
う
に

�
�が

な
い
よ
う
で
あ
る
。

（

10）
「
日
本
古
典
文
學
大
系
」
本
の
「
○
昭
陽
…
」
の
頭

�に
、「
（
い
ま

天
子
の
恩
寵
を
ひ
と
手
に
引
受
け
て
い
る
趙
飛
燕
の
い
る
）
昭
陽
殿
で

は
歌

�
�樂

が

�ん
に

�る
が
、
（
獨
り
居
の
）
長
信
宮
で
は
き
ぬ

（
あ
や
絹
と
う
す
絹
）
を

�た

�
�が

憂
愁
に
と
ざ
さ
れ
て
い
る
。」
と

あ
る
。

（

11）
『
經
國
集
』

�載
の
「
奉
和

�
�怨

」
に
續
く
桑
原
腹
赤
の
「
奉
和

聽
擣
衣
」
の
尾
聯
下
句
に
ま
た
「
應


長
信
復
昭
陽
」
の
句
が
あ
る
。

（

12）

�８
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（

13）
「
雲
和
」
に
つ
い
て
は
、
高
橋
良
行
〈
王
昌
齡
「
西
宮
春
怨
」
詩
札

記
―
「
斜

�雲
和
深
見

�」
の
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
―
〉
（
『
中
國
詩
文
論

叢
』
第
六
集
、
一
九
八
七
年
六

�）
が
、
琴
瑟
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
る
。

（

14）
因
み
に
、
昭
陽
殿
は
、

�詩
の
中
で
、
杜
甫
「
哀
江
頭
」
の
詩
中
に
、

昭
陽
殿
裏
第
一
人

昭
陽
殿
裏
第
一
の
人

李
白
「
宮
中
行
樂
詞
」
其
二
に
、

宮
中
誰
第
一
宮
中
誰
か
第
一
な
る

飛
燕
在
昭
陽
飛
燕
昭
陽
に
在
り

と
詠
じ
た
例
を
拾
い
得
る
。
兩
詩
い
ず
れ
も
こ
の

�
	の

�史
を
借
り

る
と
と
も
に
、
玄
宗
の
寵

�、
楊
貴
妃
を
詠
じ
て
い
る
。

�昔
の
史
傳

を
借
り
た
詩

�世
界
の
中
で
、
「
昭
陽
」
は
ま
た
際
立
っ
た
意
味
を
も

つ
と
い
っ
て
よ
い
。

（

15）
松
浦
友
久
「
詩
語
と
し
て
の
「
怨
」
と
「
恨
」
―
閨
怨
詩
を
中
心
に
―
」

（『
詩
語
の

�相
―

�詩
ノ
ー
ト
―
』、
一
九
八
一
年
四

�、

�文
出
版
）。

王
昌
齡
の
「
西
宮
春
怨
」
あ
る
い
は
「
西
宮
秋
怨
」
の
場
合
、
彼
女
の

置
か
れ
て
い
る

 況
自
體
を
「
春
の
日
の
滿
た
さ
れ
ぬ
思
い
」
あ
る
い

は
「
秋
の
日
の
滿
た
さ
れ
ぬ
思
い
」
と
し
て
捉
え
た
總
體

�な

 況
設

定
で
あ
る
と
い
い
、
「
西
宮
春
怨
」
の

承
句
「

欲
捲

朱
簾
春
恨
長
」
に

見
る
「
春
恨
」
、
あ
る
い
は
「
西
宮
秋
怨
」
の

轉
句
「

却
恨

含

 掩
秋

!」
に
見
る
「
却
恨
」
は
、
上
記
の

 況
下
に
お
け
る
何
ら
か
の

"恨

の
 と

關
わ
る
個
別

�な

 況
設
定
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
因
み

秋
扇
雑
考
補
（
堀
）
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に
、
「
怨
」
が
（
物
ご
と
の
）
實
現
可
能
性
が
自
覺
さ
れ
な
が
ら
、
そ

れ
が
實
現
さ
れ
な
い
こ
と
に
基
づ
く
不
滿
・

�懣
で
あ
る
の
に
對
し
て
、

「
恨
」
は
（
物
ご
と
の
）
解
決
不
可
能
性
・
回
復
不
可
能
性
へ
の
自
覺

に
基
づ
く
無
念
さ
・

�恨
を
表
す
と
い
う
。

（

16）
『
後
撰
和
歌
集
』
以
下
の

�料
に
つ
い
て
は

�原
克
己
氏
に
ご

�示

い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
と
と
も
に
記
し
て
お
く
。

（

17）
日
中
の

�に
關
わ
る
最

�の
論
考
と
し
て
、
王

	〈
日
本

�の


源

と
中
國
に
お
け
る
傳
播
〉
（
王

�
�
『

〈
意
〉
の
文

�と
〈

�〉
の

文

�―
中
國
に
お
け
る
日
本

�究
―
』
、
二
〇
〇
四
年
十

�、
中
央
公

論
新

�刊
）
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
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